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ACI (RTl a ) 系ラットをドナー. BUF (RTl b) 系ラットをレシピエントとした。 投与抗原と
してME M (minim um essen tial medi um ) 1 mlに浮遊させた牌細胞 5 X 107個を用い，門脈内投与群
では腸間膜静脈より，静脈内投与群では尾静脈より投与した。抗体価は CDC (complement-dependｭ
ent cytotoxicity) test ，とより，牌細胞投与後経時的に測定した。 ACI'乙対する DTH反応は. MEM 
5 mlに浮遊した 4 x 1げ個の ACI の牌細胞を BUF ラットの後頚部の皮下に注入感作し，その 9 日後








1) 血清抗体価は，静脈内投与では 7 -10 日後 11: X 26.--X 2 8 まで上昇したが， 門脈内投与では 5 匹
中 4 匹に抗体は検出されず，残り 1 匹も X 2 3 までしか上昇しなかった。さらに門脈内投与が，免疫
抑制反応を起乙したのか，免疫反応を起乙さなかったのかをみるため，門脈内投与10日後に静脈内
投与を行った。血清抗体価は X 2 2 までしか上昇せず，門脈内投与は静脈内投与による抗体価の上昇
を強く抑制した。
2) DTH反応は，コントロール群 0.67 土 0.1 9 mm，静脈内投与群 0.46 ::1: 0.04 阻，門脈内投与群0.1 8 ::1:
0.13 mm と門脈内投与において強く抑制された。
3) 肝移植ラットの生存期間は，コントロール群 (n = 10) では 10.1土 0.7 日，静脈内投与群では
8 例中 6 例が12時間以内に死亡し，超急性拒絶反応が疑われた。門脈内投与群では 7 例全例が 100
日以上生存した。また. ACI ラットの牌細胞投与後 third party として F344 (RT1 1 !l l) ラット
の肝臓を移植されたラットは， 5 匹中 4 匹がコントロール群と同様に急性拒絶反応で死亡し，牌細
胞門脈内投与の移植肝生着延長効果には系特異性がある乙とがわかった。
4) 肝移植ラットの免疫状態を調べるため，肝移植後60日以上経過したラットに ACI の皮膚と F344
の皮膚を同時に移植した。 F344 の皮膚はコントロール群と同様に拒絶されたが， ACI の皮膚は生
着した。
〔総括〕









本研究は， ドナー (ACI ラット)牌細胞をレシピエント (BUF ラット)の門脈内に投与する乙と
-441 -
による免疫抑制効果を調べ，肝移植への応用を検討したものである。その結果， ドナー牌細胞のレシ
ピエント門脈内投与により，その後のドナー抗原に対するレシピエントの抗体産生， DTH反応が抑制
される乙とが示された。また，門脈内投与後肝移植を行うと，移植肝は全例生着し，長期生存肝移植
ラットにはドナー特異的な免疫寛容状態が誘導されている乙とが示された。乙れらの知見は，臓器移
植の領域におけるドナー特異的免疫抑制の開発への道を開くものであり学位に値するo
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